
倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁
白
壁

今号の内容今号の内容
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～
９９

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・・
・・
・・
・・
1010

常
任
委
員
会
・

常
任
委
員
会
・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1111
～～
1212

議
案
等
の
議
決
結
果

議
案
等
の
議
決
結
果
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1313

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
・・
・・
・・
・・
・・
・
・
・
・
・・
・・
・・
1414

視
察
報
告
・

視
察
報
告
・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1515

市
民
の
声
・
６
月
定
例
会
・
編
集
後
記

市
民
の
声
・
６
月
定
例
会
・
編
集
後
記
・・
1616

33
月
定
例
会

月
定
例
会

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年

令
和
６
年
66
月
１
日
発
行

月
１
日
発
行

29
令和６年３月23日（土）　

Ｃ１１蒸気機関車修復プロジェクト完成式（Ｃ１１蒸気機関車展示場）

撮影者：議会だより編集委員

　令和６年３月第２回倉吉市議会定例会が、
令和６年３月１日（金）から３月22日（金）まで
開催されました。
　会議録（質問・答弁など）は、市立図書館で
ご覧になれます。
　市議会会議録検索システムは、倉吉市ホー
ムページからご利用できます。

市議会会議録
検索システム
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【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】
　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説
明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。倉吉市議会では、基本的
に１人あたりの質問時間は２５分です。

３月
令和６年

第２回
定例会

◎印のついた質問は、次頁以降に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

や
　
　
ら
　
　
い
　
　
や

丸田 克孝

◎ 公共交通について

◎ 「ひなビタ♪」の取組について

倉吉の色は何色になるかについて

田村 閑美

西エリア保育所再編計画について

◎ 公立中学校部活動について

◎ 産後ケアの取組について

起業支援について

藤井 隆弘

◎ 元気でくらしよい倉吉について

◎ ごみ処理（倉吉市と中部地区全体の
取組）について

◎ 介護保険と認知症（初期段階）につ
いて

福井 典子
◎ 子育て支援について

◎ 地域資源を活かした観光の振興につ
いて

山根 健資

◎ 巨大災害（南海トラフ）に関してにつ
いて

◎ 倉吉市結婚新生活支援補助金につ
いて

「バーチャル倉吉事業」の妥当性につ
いて

◎ 日本一美しい廃線跡　関金廃線跡の
整備について

大月 悦子
◎ 能登半島地震からの教訓について

日本女性会議2022 in 鳥取くらよ
し開催後について

大津 昌克

まち・ひと・しごと創生総合戦略と
人口ビジョンについて

◎ こども政策の推進について

公立保育所再編について

市長部局と教育委員会の事務について

朝日 等治

◎ 史跡大御堂廃寺跡の整備について

◎ 星空舞の生産支援について
令和15年国民スポーツ大会・全国
障害者スポーツ大会について
関金地域の賑わい維持について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

新
政
会

伊藤 正三

◎ 市民への食を通しての健康管理につ
いて

◎ 里山整備について

◎ 少子化対策について

米田 勝彦

◎ 災害対応について

監査について

◎ 市街地活性化について

◎ 外国との教育交流について

鳥飼 幹男

◎ 災害用マンホールトイレ整備計画に
ついて
倉吉市耐震改修促進計画について

◎ 安価で合理的な「低コスト耐震改修
工法」について

鳥羽 昌明
◎ 能登半島地震を教訓とした防災減災

対策について
倉吉西エリアの保育所再編問題につ
いて

竺原 晶子

◎ 心のケア、早期発見対応について

◎ スクールソーシャルワーカーとの連
携について
メディアの長時間利用について

◎ ひとり親家庭子ども養育支援事業に
ついて

日
本
共
産
党

佐藤 博英

◎ 防災について

◎ 小中学校の問題について

保育問題について

中山間地問題について

マイナカード、ゼロゼロ融資について

会計年度任用職員の待遇改善について

障がい者問題について

一般質問通告一覧表

【通告とは？】
　本会議で発言しようとする
議員は、あらかじめ議長に対
して質問する項目を明らかに
するために、文書で通告を行
います。この文書を「質問通
告書」と言います。
　なお、この通告一覧表は定
例会開会日のおおむね２週間
前に倉吉市ホームページに掲
載されています。

定例会の一般質問
発言通告表
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部
経
費
補
助
の
要
求
は
あ
る
が
、
指

導
者
へ
の
具
体
的
な
謝
金
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
本
市
に
お
い
て
は
文
化
活
動

に
お
い
て
も
重
要
だ
と
思
う
。
国
、
県

の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
本
市
の
在

り
方
を
こ
れ
か
ら
考
え
た
い
。

問　
本
市
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後

の
必
要
性
は
。

答
　
産
科
医
療
機
関
１
者
、
在
宅
助

産
師
２
者
に
産
後
ケ
ア
事
業
を
委
託

し
て
い
る
が
、
受
け
皿
が
十
分
で
は

な
い
。

令
和
６
年
度
乳
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も

無
償
に
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お

り
、
県
立
厚
生
病
院
で
の
受
け
皿
も

増
え
る
予
定
。
湯
命
館
等
で
の
産
後

ケ
ア
イ
ベ
ン
ト
や
民
間
企
業
で
の
産

後
ケ
ア
事
業
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
は
県
の
補
助

率
２
分
の
１
の
支
援
や
本
市
の
支
援

事
業
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
可

能
に
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

産
後
ケ
ア
の
取
組
に
つ
い
て

問　
公
立
中
学
校
に
お
い
て
生
徒
の

希
望
す
る
部
活
動
が
無
い
と
こ
ろ
が

あ
る
が
、
今
の
現
状
は
ど
う
か
。
生

徒
の
希
望
も
聞
き
、
地
域
で
取
り
組

ん
で
い
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
や
ス
ポ
ー

ツ
団
体
な
ど
の
紹
介
、
案
内
も
し
て

ほ
し
い
。

答
　
部
活
動
は
以
前
は
全
員
加
入
で

あ
っ
た
が
、
生
徒
減
少
で
外
部
移
行

す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
任
意
加
入
で
あ

る
。
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
の
紹
介
は
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
移
行
に
よ
る
指
導
者
人
材

育
成
を
進
め
、
部
活
動
同
様
財
政
的

支
援
も
し
て
ほ
し
い
。

答
　
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
県
が

上
程
さ
れ
て
い
る
予
算
の
中
身
で
は
一

田た
む
ら村 

閑し
ず
み美

や
ら
い
や

公
立
中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

問　
２
０
２
４
年
問
題
に
つ
い
て
、

本
市
の
対
策
は
。
バ
ス
路
線
に
影
響

は
あ
る
の
か
。

答　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
勤
務
時
間
問
題

は
、
農
産
物
の
運
送
に
影
響
が
出
る

可
能
性
が
あ
り
心
配
し
て
い
る
。
バ

ス
路
線
へ
の
影
響
は
、
各
事
業
者
ご

と
に
従
業
員
確
保
・
観
光
バ
ス
事
業

の
取
り
組
み
等
に
よ
り
対
策
を
講
じ

る
こ
と
で
影
響
は
な
い
と
確
認
し
て

い
る
が
、
５
年
後
、
10
年
後
に
は
影

響
が
出
る
可
能
性
も
あ
り
、
県
と
協

議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問　
過
疎
地
に
お
け
る
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

現
在
、
市
内
に
お
い
て
需
要
は

な
い
の
で
は
な
い
か
と
様
子
を
見
て

お
り
、
関
金
地
区
で
は
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
導
入
も
検
討
し
て
い
る
。

高
城
・
北
谷
は
今
後
、
関
金
を
参
考

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
「
ひ
な
ビ
タ
♪
」
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答　

今
年
度
で
10
年
と
な
る
の
で
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
、「
ひ
な

ビ
タ
♪
」
を
介
し
て
交
流
人
口
の
増
を

図
っ
て
い
る
。
こ
の
た
び
、
銅
像
の
お

披
露
目
も
予
定
し
て
い
る
。
今
後
も
継

続
し
て
グ
ッ
ズ
の
開
発
等
を
進
め
、
関

係
人
口
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問　
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

答　

県
も
中
高
生
の
バ
ン
ド
活
動
を

応
援
す
る
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
音
楽
を
介
し
て
交
流
人
口
が

増
え
る
こ
と
は
良
い
こ
と
な
の
で
、
本

市
と
し
て
も
検
討
し
て
み
る
。

丸ま
る
た田 

克か
つ
た
か孝

や
ら
い
や

「
ひ
な
ビ
タ
♪
」
の
取
組
に

つ
い
て
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問　
乳
幼
児
の
睡
眠
中
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
、
各
保
育
施
設
の
状
況
を

ど
う
把
握
し
、
指
導
し
て
い
る
か
。

答
　
各
園
が
午
睡
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

に
０
歳
児
は
５
分
ご
と
、
１
歳
児
は

10
分
ご
と
、
２
歳
児
は
15
分
ご
と
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
記
入
者
だ
け
で
は
な

く
二
重
三
重
に
確
認
し
て
い
る
。
県

の
行
政
指
導
監
査
に
お
い
て
も
確

認
、
指
導
、
啓
蒙
が
な
さ
れ
て
い

る
。
研
修
会
等
も
検
討
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
危
険
リ
ス
ク
回
避
に
努
め
る
。

問　
子
育
て
応
援
駐
車
場
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

答　

令
和
6
年
度
に
本
市
が
整
備
予

定
の
県
立
美
術
館
の
西
側
駐
車
場
を

含
め
、
第
２
庁
舎
駐
車
場
に
も
設
置

す
る
。

問　
関
金
地
域
の
観
光
振
興
に
つ
い

て
、
道
の
駅
・
湯
命
館
・
都
市
交
流

セ
ン
タ
ー
は
一
つ
一
つ
で
は
な
く
、

総
合
施
設
と
し
て
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

答　

一
定
の
効
果
は
期
待
で
き
る
と

思
う
が
、
立
地
条
件
な
ど
を
考
え
る

と
難
し
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
地

域
の
方
の
意
見
も
踏
ま
え
、
年
度
末

に
は
方
向
性
を
ま
と
め
、
令
和
６
年

度
に
は
あ
り
方
に
つ
い
て
中
間
ま
と

め
を
作
成
す
る
。
こ
れ
を
も
と
に
改

め
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
。
今
後
、
利
活
用
が
進
む
よ
う

な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
た
い
。

福ふ
く
い井 

典の
り
こ子

や
ら
い
や

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

を
受
け
、
必
要
な
場
合
は
ご
み
出
し

支
援
も
行
っ
て
い
る
。
ご
み
袋
に
も
う

一
つ
小
さ
い
サ
イ
ズ
を
新
設
し
て
み
て

は
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。
ほ
う
き
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
持
ち
込
み
料
金

の
改
定
が
10
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
ご
み
袋
の
単
価
見
直
し
、
高

齢
者
の
ご
み
の
量
に
応
じ
た
サ
イ
ズ
の

採
用
を
し
て
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
げ

る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

問　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

に
当
た
っ
て
の
一
般
的
な
流
れ
は
。

答　
①
本
人
や
家
族
が
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
役
所
長
寿
社
会

課
に
要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
申
請　

②
認
定
調
査
員
が
本
人
の
動
作
確
認

や
生
活
状
況
の
聞
き
取
り

③
主
治
医
が
本
人
の
心
身
の
状
況
に

関
す
る
意
見
書
を
作
成

④
認
定
審
査
会
を
経
て
要
介
護
度
が

決
定

⑤
必
要
と
な
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用

問　
こ
の
事
業
で
市
長
が
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
問
う
。

答
　
本
市
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、

し
っ
か
り
こ
の
事
業
に
取
り
組
み
、

本
来
の
成
果
が
出
る
の
が
５
年
ま
た

は
10
年
近
く
か
か
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
長
い
目
で
見
て
い
た
だ
き
、
若

者
の
人
材
が
き
ち
ん
と
残
る
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

問　
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
制
度

に
つ
い
て
問
う
。

答　

自
力
で
ご
み
を
出
す
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
に
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
高
齢
者
の
ご
み
出
し
相
談

く
ら
し
よ
し
倉
吉
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光

の
振
興
に
つ
い
て

介
護
保
険
と
認
知
症
に
つ
い
て

ご
み
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て

や
ら
い
や

藤ふ
じ
い井 

隆た
か
ひ
ろ弘
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練
や
地
域
の
避
難
訓
練
で
、
水
な
し

で
利
用
で
き
る
歯
磨
き
シ
ー
ト
の
使

い
方
な
ど
を
普
及
啓
発
す
る
こ
と
を

検
討
し
た
い
。

問　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
対
応
は
。

答　

上
水
道
管
路
の
耐
震
化
は
、
年

間
約
３
億
円
を
予
算
計
上
し
（
令
和

６
年
度
の
予
算
を
含
む
直
近
５
年
間

で
約
15
億
５
千
万
円
）、
管
路
延
長
と

し
て
9.5
㎞
の
対
応
を
取
っ
て
い
る
。

平
成
８
年
７
月
の
水
道
料
金
改
定
か

ら
料
金
の
見
直
し
を
し
て
い
な
い
た

め
、
今
後
は
水
道
料
金
も
見
直
し
つ

つ
耐
震
化
率
の
向
上
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

問　
「
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

方
の
災
害
時
に
も
使
え
る
対
応
ノ
ー

ト
」（
県
が
発
行
）
を
日
頃
か
ら
関
係

者
と
情
報
共
有
し
、
連
携
す
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
る
が
。

答　

今
後
も
ノ
ー
ト
作
成
の
勧
奨
を

し
、
か
か
り
つ
け
医
等
と
の
連
携
も
図

り
作
成
に
注
力
し
て
い
き
た
い
。

問　

災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
に

平
常
時
の
心
構
え
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
段
ボ
ー
ル

の
間
仕
切
り
、
水
な
し
で
利
用
で
き

る
歯
磨
き
シ
ー
ト
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
な
ど
、
災
害
時
に
備
え
て
備
蓄

を
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
水
洗
ト

イ
レ
カ
ー
２
台
、
水
循
環
シ
ャ
ワ
ー

カ
ー
１
台
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
30

台
の
購
入
費
用
を
令
和
６
年
度
当
初

予
算
で
提
案
し
て
お
り
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
も
指
定
避
難
所
と
な
る
各

小
中
学
校
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
今
後
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を

避
難
時
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
を

周
知
し
た
り
、
本
市
が
行
う
防
災
訓

大お
お
つ
き月 

悦え
つ
こ子

や
ら
い
や

能
登
半
島
地
震
か
ら
の
教
訓

に
つ
い
て

問　
倉
吉
市
結
婚
新
生
活
支
援
補
助

金
の
新
し
い
ル
ー
ル
と
は
。

答　
支
給
要
件
の
所
得
制
限
５
０
０
万

円
を
廃
止
し
、
対
象
年
齢
上
限
を
35
歳

か
ら
39
歳
ま
で
拡
充
し
た
。
支
給
要

件
が
変
わ
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
支
給

は
し
な
い
。

問　
関
金
廃
線
跡
の
整
備
は
。

答　

関
金
廃
線
跡
は
、
来
春
オ
ー
プ

ン
の
「
星
取
り
テ
ラ
ス
せ
き
が
ね
」

と
の
相
乗
効
果
も
合
わ
せ
て
、
中
部

の
新
た
な
一
大
観
光
地
と
な
る
と
認

識
し
て
い
る
。
地
元
要
望
を
踏
ま
え

て
、
令
和
６
年
度
の
予
算
で
受
け
入

れ
環
境
改
善
に
努
め
、
県
と
も
相
談

を
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
整
備
を

図
っ
て
い
く
。

問　
巨
大
災
害
（
南
海
ト
ラ
フ
）
の

備
え
は
。

答　

広
域
的
な
連
携
と
準
備
も
必

要
。
本
市
の
孤
立
を
想
定
し
て
、
千
葉

の
松
戸
市
・
館
山
市
と
協
定
を
結
ん

で
い
る
。
広
域
連
携
を
含
め
、
今
後
の

地
震
対
策
を
し
っ
か
り
検
討
し
、
経
済

活
動
を
維
持
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
の
観
点
で
は
、
支
援
機
関
と

確
認
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

問　
指
定
福
祉
避
難
所
の
設
置
状
況

と
受
け
入
れ
体
制
は
。

答　

指
定
福
祉
避
難
所
は
、
市
内
に

5
カ
所
。
要
配
慮
者
の
緊
急
受
け
入

れ
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る

社
会
福
祉
施
設
等
の
数
は
市
内
に
38

施
設
。

日
本
一
美
し
い
廃
線
跡　

関
金
廃
線
跡
の
整
備
に
つ
い
て

巨
大
災
害
（
南
海
ト
ラ
フ
）

に
つ
い
て

倉
吉
市
結
婚
新
生
活
支
援
補

助
金
に
つ
い
て

や
ら
い
や

山や
ま
ね根 

健け
ん
し資
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問　
令
和
5
年
4
月
1
日
に
子
ど
も

家
庭
庁
設
置
、
こ
ど
も
基
本
法
施

行
、
こ
ど
も
大
綱
策
定
と
、
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
を
目
指
し
世
の
中
は

動
き
始
め
た
。
倉
吉
市
の
令
和
6
年

度
当
初
予
算
編
成
の
基
本
的
な
方
針

に
、
子
育
て
施
策
に
つ
い
て
特
徴
的

な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
市
に

お
け
る
今
後
の
子
ど
も
施
策
に
対
す

る
考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
国
、
県
の

動
向
に
よ
り
、
倉
吉
市
の
こ
ど
も
計

画
策
定
の
考
え
は
な
い
か
。

答　

本
市
に
お
い
て
も
こ
の
こ
ど
も

大
綱
の
目
指
す
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
の
実
現
に
向
け
て
庁
内
組
織
の

こ
ど
も
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

横
断
的
連
携
、
地
域
や
民
間
団
体
と

共
に
連
携
し
、
社
会
全
体
で
す
べ
て

の
子
ど
も
、
若
者
が
幸
せ
な
状
態
で

成
長
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
ど
も
基
本
法
第
10

条
で
は
、
都
道
府
県
の
こ
ど
も
計
画

等
も
勘
案
し
て
市
町
村
の
こ
ど
も
計

画
を
定
め
る
よ
う
努
力
目
標
と
さ
れ

て
い
る
。
鳥
取
県
は
令
和
6
年
度
か

ら
5
カ
年
を
計
画
期
間
と
す
る
シ

ン
・
子
育
て
王
国
と
っ
と
り
計
画

（
仮
称
）
の
令
和
5
年
度
中
策
定
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
の
財
政
的
支
援
も
令
和
8
年
度
ま

で
予
定
さ
れ
て
お
り
、
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
も
今
年
度
末
に
は
公
表
す

る
と
の
こ
と
。
国
の
こ
ど
も
大
綱
と

か
、
鳥
取
県
の
計
画
内
容
、
ま
た
先

行
事
例
等
も
参
考
に
本
市
に
お
け
る

こ
ど
も
計
画
の
策
定
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大お
お
つ津 

昌ま
さ
か
つ克

や
ら
い
や

答
　
美
術
館
に
近
い
側
の
張
り
芝

等
、
で
き
る
だ
け
広
く
行
え
る
よ
う
今

後
、
補
正
予
算
対
応
等
で
調
整
を
し
、

美
術
館
南
側
の
景
観
や
美
術
館
の
運

営
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
実
施
し

た
い
。

問　
食
彩
館
に
つ
い
て
、
県
立
美
術
館

開
館
時
に
は
全
店
舗
が
営
業
の
状
態

に
あ
る
こ
と
を
望
む
が
、
い
か
が
か
。

答
　
順
次
公
募
を
行
い
、
に
ぎ
わ
い

創
出
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
美
術
館
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て

相
乗
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、
周

辺
対
応
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
市
内
農
家
の
星
空
舞
の
生
産
に

対
し
、
栽
培
規
模
の
区
別
な
く
、
Ｊ
Ａ

出
荷
を
前
提
に
、
出
荷
量
を
基
準
と
し

て
生
産
費
を
補
助
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
今
現
在
、
本
市
単
独
の
支
援
を

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後

も
農
家
の
生
産
意
欲
が
継
続
、
増
加

す
る
よ
う
県
と
協
調
し
、
星
空
舞
の
周

知
、
消
費
拡
大
等
に
努
め
る
。

問　
交
付
税
の
減
額
に
よ
り
、
計
画

ど
お
り
整
備
が
進
め
ら
れ
ず
整
備
期

間
が
延
長
さ
れ
る
が
、
史
跡
の
歴
史

的
、
学
術
的
価
値
に
鑑
み
、
基
本
計
画

の
変
更
を
広
く
周
知
す
べ
き
で
は
。

答
　
整
備
内
容
を
変
更
す
る
も
の
で

は
な
く
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
内

容
、
順
番
を
変
更
し
た
も
の
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
や
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
架
し
て
周
知
し

て
い
る
。
今
後
も
史
跡
の
歴
史
的
価

値
、
計
画
の
周
知
を
図
り
た
い
。

問　
本
市
の
景
観
計
画
及
び
県
立
美

術
館
整
備
基
本
計
画
を
尊
重
し
、
史

跡
及
び
県
立
美
術
館
、
交
流
プ
ラ
ザ

周
辺
の
景
観
を
県
立
美
術
館
開
館
ま

で
に
整
え
る
考
え
は
。

史
跡
大
御
堂
廃
寺
跡
の
整
備

に
つ
い
て

朝あ
さ
ひ日 

等と
う
じ治

や
ら
い
や

星
空
舞
の
生
産
拡
大
に
つ
い
て
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問　
能
登
半
島
地
震
で
市
職
員
が
派

遣
さ
れ
て
い
る
志
賀
町
に
は
、
北
陸
電

力
の
原
発
が
あ
る
。
本
人
に
危
険
地

域
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
か
。
ま
た
、

県
は
原
子
力
災
害
対
策
車
を
２
台

持
っ
て
い
る
。
危
険
地
域
に
職
員
を
派

遣
す
る
の
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
車
を
一

緒
に
持
っ
て
行
く
べ
き
で
は
。

答　

原
発
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
職

員
自
ら
情
報
を
得
て
い
る
と
思
う
が

改
め
て
伝
え
た
い
。

原
子
力
災
害
対
策
車
派
遣
は
お
そ
ら

く
し
て
い
な
い
と
思
う
が
、
派
遣
の

際
は
注
意
喚
起
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　
後
継
者
の
い
な
い
文
化
財
は
ど

う
い
っ
た
方
法
で
維
持
・
保
護
し
、

未
来
に
引
継
い
で
行
く
の
か
。
対
策

を
取
ら
な
け
れ
ば
大
事
な
観
光
資
源

が
倉
吉
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。

答　

本
市
の
国
の
指
定
史
跡
、
県
の

指
定
保
護
文
化
財
、
市
の
指
定
文
化

財
は
合
計
１
２
２
件
あ
る
。
映
像
で
残

す
、
直
接
伝
承
す
る
等
、
文
化
財
が
置

か
れ
て
い
る
環
境
ご
と
に
、
所
有
者
と

共
に
保
存
の
方
法
を
考
え
た
い
。

問　
倉
吉
市
の
先
生
と
、
日
本
と
歴

史
的
に
関
係
の
深
い
ア
ジ
ア
地
域
の

先
生
と
で
交
流
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
国
際
姉
妹
都
市
の
羅
州
市
と

小
・
中
学
生
が
交
流
す
る
際
に
は

教
員
が
引
率
を
す
る
の
で
、
交
流

の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
は
可
能
。

ま
た
、
教
職
員
等
海
外
派
遣
研
修

制
度
な
ど
の
補
助
金
が
あ
り
、
教

員
短
期
海
外
研
修
な
ど
で
交
流
を

行
っ
て
い
る
教
員
も
い
る
。

災
害
対
応
に
つ
い
て 米よ

ね
だ田 

勝か
つ
ひ
こ彦

新
政
会

市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

問　
健
康
推
進
事
業
に
係
わ
る
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
等
の
管
理
監
督
職

の
割
合
が
他
市
と
比
べ
て
少
な
い
の

で
は
な
い
か
。

職
場
で
の
女
性
活
躍
、
地
位
向
上
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

職
員
一
人
あ
た
り
の
人
口
に
対

す
る
割
合
は
他
市
に
比
べ
て
遜
色

な
い
。
保
健
師
に
つ
い
て
は
、
年
齢

的
な
端
境
期
（
若
返
り
）
に
あ
る

が
、
女
性
職
員
の
役
職
登
用
に
つ
い

て
は
積
極
的
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　
里
山
整
備
と
し
て
、
倉
吉
の
象

徴
で
あ
る
打
吹
公
園
を
含
む
打
吹
山

の
一
体
的
整
備
を
提
唱
す
る
。

答　

打
吹
山
の
一
体
的
整
備
に
つ
い

て
は
、
財
源
と
し
て
森
林
環
境
譲
与

税
な
ど
を
活
用
し
て
、
庁
内
で
課
題

等
の
協
議
を
行
い
、
官
民
連
携
の
整

備
検
討
協
議
会
を
設
置
し
て
里
山
整

備
に
取
り
組
み
た
い
。

問　
国
の
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
市

長
の
見
解
は
。

答　

社
会
保
険
料
の
負
担
が
増
え
、

賃
上
げ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
な
い

ま
ま
で
は
、
若
者
の
実
質
所
得
が
減

る
の
で
、
少
子
化
を
と
ど
め
る
流
れ

に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
国
の

財
政
支
援
と
適
切
な
措
置
を
本
市
と

し
て
望
む
。

里
山
整
備
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

伊い
と
う藤 

正し
ょ
う
ぞ
う三

新
政
会

市
民
の
健
康
を
守
る
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
の
体
制
に
つ
い
て

外
国
と
の
教
育
交
流
に
つ
い
て
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問　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
断
水
に

よ
る
避
難
所
ト
イ
レ
の
衛
生
環
境
の

悪
化
が
深
刻
化
し
た
。
そ
こ
で
、
本
市

で
は
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

整
備
に
着
手
し
て
い
る
が
、
整
備
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
小
学
校
（
旧
小
学
校
も
含
む
）

13
カ
所
に
整
備
す
る
。
令
和
６
年
度

に
５
校
、
令
和
７
年
度
に
８
校
の
整

備
を
行
い
、
防
災
井
戸
も
整
備
す
る

こ
と
で
、
給
水
も
可
能
な
対
応
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
住
民
に
よ

る
運
用
が
重
要
に
な
る
た
め
訓
練
等

を
通
じ
て
周
知
を
図
り
た
い
。

問　
本
市
は
木
造
住
宅
の
耐
震
化
が

進
ん
で
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
要
因
と

し
て
高
齢
化
と
多
額
の
費
用
負
担
が

あ
る
。
従
来
の
耐
震
改
修
工
事
に
比

べ
、
よ
り
安
価
で
短
期
間
で
耐
震
化

で
き
る
「
低
コ
ス
ト
耐
震
改
修
工
法

（
低
コ
ス
ト
工
法
）」
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
費
用
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
、

住
宅
の
耐
震
化
が
飛
躍
的
に
伸
び
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
市
も
「
低
コ

ス
ト
工
法
」
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

み
、
行
政
、
設
計
士
、
工
務
店
と
の
連

携
を
図
り
、
市
独
自
の
施
工
体
制
を

構
築
し
住
宅
所
有
者
へ
働
き
か
け
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
「
低
コ
ス
ト
工
法
」
に
よ
る
耐
震

改
修
の
普
及
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
は
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
本
市
と
し
て

も
施
工
業
者
の
技
術
力
向
上
等
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
県
と
連
携
し
て
啓
発

を
行
い
た
い
。「
低
コ
ス
ト
工
法
」
の

施
工
業
者
登
録
制
度
も
考
え
て
み
た

い
。
民
間
と
連
携
し
な
が
ら
住
宅
の
耐

震
化
を
早
急
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ

り
、
有
効
な
方
法
等
を
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
行
き
た
い
。

新
政
会鳥と

り
か
い飼 

幹み
き
お男

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

整
備
計
画
に
つ
い
て

安
価
で
合
理
的
な
「
低
コ
ス
ト

耐
震
改
修
工
法
」
に
つ
い
て

問　
本
市
の
補
助
事
業
で
こ
れ
ま
で

行
わ
れ
た
住
宅
耐
震
診
断
件
数
と
、

そ
の
後
改
修
設
計
と
耐
震
工
事
へ
進

ん
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
実
績
は
。

答
　
補
助
事
業
を
創
設
し
た
平
成
18

年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
18
年

間
で
の
住
宅
耐
震
診
断
件
数
は

３
７
０
件
で
、
そ
の
後
、
改
修
設
計

に
つ
な
が
っ
た
の
は
75
件
、
さ
ら
に

耐
震
工
事
に
至
っ
た
の
は
64
件
と
非

常
に
少
な
い
。
今
回
の
能
登
半
島
地

震
を
受
け
て
相
談
件
数
が
増
え
て
く

れ
ば
、
議
会
へ
補
正
予
算
を
提
案
す

る
な
ど
し
っ
か
り
と
支
援
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問　
耐
震
改
修
が
進
ま
な
い
要
因
と

し
て
、
高
齢
者
に
と
っ
て
費
用
負
担

が
大
き
い
こ
と
と
、
古
い
家
に
お
金

を
か
け
た
く
な
い
と
の
理
由
が
挙
げ

ら
れ
る
。
し
か
し
、
古
い
家
だ
か
ら

こ
そ
お
金
を
か
け
る
理
由
が
あ
り
、

東
京
都
墨
田
区
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
と
同
時
に
行
え
ば
補
助
率
Ｕ
Ｐ

と
い
う
制
度
に
よ
り
耐
震
改
修
実
績

を
伸
ば
し
て
い
る
。
工
事
事
業
者
側

に
と
っ
て
も
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な

る
こ
う
し
た
仕
掛
け
を
、
本
市
も
検

討
す
べ
き
で
は
。

答　

リ
フ
ォ
ー
ム
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
耐

震
改
修
が
行
わ
れ
れ
ば
、
別
々
に
行
う

よ
り
工
事
期
間
を
短
縮
で
き
、
費
用

面
で
も
効
率
よ
く
進
め
ら
れ
る
と
思

う
。
墨
田
区
の
制
度
を
研
究
し
、
色
々

な
補
助
金
の
合
わ
せ
技
で
耐
震
改
修

が
一
層
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

新
政
会

鳥と

ば羽 

昌ま
さ
あ
き明

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
と
し

た
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
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問　
養
育
費
の
取
り
決
め
に
係
る
補

助
は
子
ど
も
家
庭
課
で
受
け
付
け
て

い
る
が
、
面
会
交
流
支
援
事
業
の
取

り
組
み
は
。

答　

子
ど
も
家
庭
課
に
女
性
相
談
員

を
配
置
し
て
子
ど
も
の
養
育
や
病

気
、
離
婚
等
の
相
談
を
受
け
て
い

る
。
面
会
交
流
に
つ
い
て
の
相
談
は

現
時
点
で
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
。

今
後
相
談
が
増
え
る
な
ど
の
実
態
を

見
な
が
ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
相
談
し
た
い
場
合
は
直
接
教
育

委
員
会
へ
電
話
し
て
よ
い
か
。

答
　
学
校
で
も
よ
い
し
、
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
に
連
絡
し
て
い
た
だ

い
て
も
よ
い
。

問　
各
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
は
。

答
　
児
童
生
徒
の
様
子
を
把
握
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
。
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
気
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
日
の
う
ち
の
聞

き
取
り
は
か
な
り
で
き
て
い
る
。
ハ
イ

パ
ー
Ｑ
Ｕ
（
よ
り
よ
い
学
校
生
活
と
友

達
づ
く
り
の
為
の
ア
ン
ケ
ー
ト
）
は
小

学
校
４
～
６
年
生
対
象
で
年
２
回
春
と

秋
に
実
施
。
そ
の
日
の
う
ち
に
教
員
か

ら
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
し
、
実
施
後

に
詳
し
い
分
析
を
し
、
教
育
相
談
、
家

庭
と
の
連
携
な
ど
の
手
立
て
を
行
っ
て

い
る
。
複
数
教
員
の
連
携
、
学
校
全
体

の
共
通
理
解
、
外
部
機
関
と
の
連
携
、

組
織
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
よ
り
効

果
的
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
後
、
気

に
な
る
記
述
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
手
立
て
を
講
じ
た
か

と
と
も
に
別
フ
ァ
イ
ル
で
保
存
す
る
の

が
一
般
的
な
保
存
方
法
。
今
後
は
Ｄ
Ｘ

化
に
よ
り
必
要
な
デ
ー
タ
を
フ
ォ
ル
ダ

に
保
存
す
る
方
法
も
あ
る
か
と
思
う

が
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

竺じ
く
は
ら原 

晶し
ょ
う
こ子

新
政
会

は
、
個
別
に
連
絡
を
し
て
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
安
全
衛
生
推
進
協
議
会
に
お

い
て
働
き
方
改
革
の
現
状
を
把
握

し
、
解
決
に
向
け
て
の
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

3
年
目
に
な
る
県
の
学
力
、
学
習
状

況
調
査
は
、
子
ど
も
へ
の
適
切
な
個

別
指
導
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
し
ば

ら
く
続
け
た
い
と
思
う
。

問　
小
中
学
生
の
不
登
校
は
、
倉
吉

市
は
特
に
多
い
が
、
そ
の
状
況
に
つ

い
て
は
。

答　

年
間
30
日
以
上
の
欠
席
で
不
登

校
と
呼
ん
で
お
り
、
年
々
増
え
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

正
職
員
化
す
べ
き
で
は
。

答　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
正

職
員
化
は
、
定
数
管
理
の
点
か
ら
も

難
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
待
遇
面
の

検
討
は
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

問　

公
営
住
宅
に
井
戸
を
設
置
し

て
、
融
雪
を
し
て
は
ど
う
か
。
災
害

時
に
も
水
供
給
に
使
え
る
。

答　

ポ
ン
プ
や
井
戸
の
排
水
設
備
等

を
考
え
る
と
そ
れ
ぞ
れ
費
用
が
か
か

る
の
で
、
今
は
実
現
が
難
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

問　
教
職
員
の
長
時
間
労
働
へ
の
対

策
は
ど
う
か
。
学
力
編
重
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
る
が
、
県
の
学
力
テ
ス
ト

を
や
め
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答　

校
長
会
に
お
い
て
、
教
職
員
の

勤
務
状
況
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
て

お
り
、
気
に
な
る
学
校
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
問
題
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

佐さ
と
う藤 

博ひ
ろ
ひ
で英

ひ
と
り
親
家
庭
子
ど
も
養
育

支
援
事
業
に
つ
い
て

心
の
ケ
ア
、
早
期
発
見
対
応

に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て
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特
に
議
員
の
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、

審
議
会
で
の
議
論
で
本
市
の
類
似

団
体
と
の
比
較
は
さ
れ
た
か
。

県
内
４
市
と
中
国
地
方
の
類
似
団

体
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

審
議
会
の
公
表
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
の
所
管
事
務
の
う
ち

文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
事
務
に

つ
い
て
、
第
12
次
総
合
計
画
、
教

育
振
興
基
本
計
画
と
は
ど
の
よ
う

な
扱
い
に
な
る
の
か
。

主
な
質
疑
・
答
弁

ま
た
、
計
画
の
更
新
さ
れ
る
と
き

（
特
に
教
育
振
興
基
本
計
画
が
更

新
さ
れ
る
と
き
）、
文
化
財
の
項
目

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
は
も

う
関
わ
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も

何
ら
か
の
関
与
が
あ
る
の
か
。

【
経
済
観
光
部
】
基
本
構
想
に
お

い
て
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
文
化
財
の

保
存
・
活
用
・
伝
承
と
い
う
基
本

計
画
の
中
で
、
市
内
に
あ
る
文

化
財
の
調
査
、
保
護
、
活
用
の
推

進
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
・
活

用
の
推
進
、
文
化
財
に
触
れ
る
機

会
の
創
出
、
文
化
財
の
積
極
的
な

情
報
発
信
な
ど
の
施
策
を
定
め
て

い
る
。

【
教
育
委
員
会
】
市
長
部
局
へ
の
移

管
に
伴
い
、
組
織
機
構
図
、
基
本
施

策
を
見
直
す
よ
う
に
今
、
作
業
を

進
め
て
い
る
。
学
校
教
育
の
場
面

（
小
・
中
学
校
）、
社
会
教
育
の
場

面
で
も
教
育
普
及
活
動
を
行
っ
て
い

く
の
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
文
化

財
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
内
容
の

変
更
を
し
て
い
く
。

QQQ

A A

AA

議員名 通　告 担当部局

大津昌克

給 与 条 例
特別職の職員の給与等に関する条例の
一部改正について 総務部

権 限 条 例
倉吉市教育委員会の権限の特例に関す
る条例の制定について 経済観光部

権 限 条 例
倉吉市教育委員会の権限の特例に関す
る条例の制定について 教育委員会

条例の整備

倉吉市教育委員会の権限の特例に関す
る条例の制定に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について

経済観光部

条例の整備

倉吉市教育委員会の権限の特例に関す
る条例の制定に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について

教育委員会

大月悦子 給 与 条 例
特別職の職員の給与等に関する条例の
一部改正について 総務部

田村閑美 権利の放棄 権利の放棄について 教育委員会

議員名 通　告 担当部局

山根健資
権 限 条 例

倉吉市教育委員会の権限の特例に関す
る条例の制定について 経済観光部

公告式条例 倉吉市公告式条例の一部改正について 総務部

米田勝彦 権利の放棄 権利の放棄について 教育委員会

佐藤博英 権利の放棄 権利の放棄について 教育委員会

特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

倉
吉
市
教
育
委
員
会
の
権
限
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

倉
吉
市
教
育
委
員
会
の
権
限
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
に
つ
い
て

…議案第20号　倉吉市公告式条例の一部改正について
… 議案第23号　 特別職の職員の給与等に関する条例の一部

改正について
… 議案第28号　 倉吉市教育委員会の権限の特例に関する条

例の制定について
… 議案第29号　 倉吉市教育委員会の権限の特例に関する条

例の制定に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定について

…議案第35号　権利の放棄について

公告式条例

給 与 条 例

権 限 条 例

条例の整備

権利の放棄

QAQA

執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。
※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと
なっています。

市議会提出議案

【議案に対する質疑】
３月
令和６年

第２回
定例会

今
回
の
権
利
放
棄
は
自
己
破
産
に

よ
る
も
の
と
議
案
説
明
会
で
伺
っ

た
が
、
給
食
費
の
延
滞
、
滞
納
状

況
は
。

令
和
４
年
度
の
決
算
で
滞
納
額
が

３
，８
０
０
万
円
余
り
。
平
成
30
年

度
が
４
，
２
４
０
万
円
余
り
で
比
較

す
る
と
減
少
し
て
い
る
。

延
滞
や
滞
納
し
て
い
る
保
護
者
に

対
し
て
、
支
払
い
し
易
い
サ
ポ
ー

ト
支
援
は
あ
る
か
。

分
納
対
応
や
児
童
手
当
か
ら
指
定

の
額
を
引
き
落
と
す
対
応
を
し
て

い
る
。

支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、
ぜ
ひ
、

給
食
セ
ン
タ
ー
に
相
談
い
た
だ
き

た
い
。
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【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

【常任委員会】
３月
令和６年

第２回
定例会

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
以
下
、

予
算
委
員
会
）に
は
、
令
和
6
年
度

当
初
予
算
を
は
じ
め
、
特
別
会
計

予
算
、
企
業
会
計
予
算
等
、
計
18
件

の
議
案
が
附
託
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
3

日
間
に
わ
た
っ
て
審
査
し
ま
し
た
。

特
に
令
和
6
年
度
当
初
予
算
は
、

３
４
２
億
２
５
０
万
7
千
円
と
過
去

最
大
で
あ
り
、特
別
会
計
、企
業
会
計

を
含
め
る
と
５
２
４
億
３
，８
４
７
万

円
も
の
予
算
を
審
査
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
今
議
会
か
ら
本
格

導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
予
算
委
員
会
設

置
後
初
と
な
る
当
初
予
算
の
審
査

の
他
、
初
め
て
づ
く
し
の
記
念
す
べ

き
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
冒
頭
大
津
委
員
長
よ
り
、

令
和
5
年
7
月
に
制
定
さ
れ
た
倉

吉
市
議
会
基
本
条
例
に
よ
る
、「
委

員
会
機
能
の
充
実
と
発
揮
（
第
3

条
第
1
項
）
」「
市
長
等
の
反
問
権

（
第
11
条
第
2
項
）
」「
議
員
間
の

自
由
討
議（
第
15
条
第
1
項
）」
の

活
用
が
示
さ
れ
審
査
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
通
常
常
任
委
員
会
に

は
市
長
は
出
席
し
ま
せ
ん
が
、
今
回

は
令
和
6
年
度
当
初
予
算
に
対
し

て
、
市
長
へ
の
総
括
質
疑
の
申
し
出

が
あ
り
、
3
日
目
に
市
長
が
出
席
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、

早
速
総
務
部
長
よ
り
反
問
権
が
行

使
さ
れ
、
質
疑
内
容
の
確
認
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
各
委
員
よ
り
、
事
業
予

算
の
よ
り
詳
細
な
算
定
根
拠
と
妥

当
性
や
、
新
規
事
業
に
対
す
る
計
画

の
具
体
性
と
効
果
な
ど
、
活
発
な
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
委
員
会
最
終
日
に
は
、
す
べ

て
の
質
疑
が
終
了
し
た
後
、
委
員
よ

り
議
員
間
討
議
の
要
請
が
あ
り
、
執

行
部
退
席
の
後
、「
倉
吉
未
来
中
心

周
辺
環
境
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
議

員
間
の
議
論
が
深
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
時
、
質
疑
に
お
け
る
答
弁
の
確
認

の
た
め
、
総
務
部
長
の
再
出
席
に
よ

る
答
弁
の
補
完
も
行
わ
れ
、
初
め
て

の
当
初
予
算
審
査
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
今
ま
で
に
な
い
委
員
会
と
し
て

の
機
能
が
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
し
っ

か
り
と
精
査
す
る
と
と
も
に
課
題

を
検
証
し
、
次
の
決
算
審
査
に
活
か

せ
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
ま
た
、
決
算
か
ら
の
予

算
審
査
、
予
算
か
ら
の
決
算
審
査

と
、
議
会
の
政
策
サ
イ
ク
ル
が
循
環

し
、
議
会
改
革
の
検
証
に
も
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
予
算
委
員
会
機
能
の

充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
。

審
査
の
結
果

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
議
案
第

3
号
令
和
5
年
度
倉
吉
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
の
専
決
処

分
の
承
認
と
、
令
和
6
年
度
倉
吉

市
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す
る

全
て
の
予
算
案
件
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

※
「
反
問
権
」
と
「
議
員
間
の
自
由

討
議
」（
議
員
間
討
議
）
の
解
説

は
、
Ｐ
15
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予算決算常任委員会

委員

大津 昌克 委員長
藤井 隆弘 副委員長
朝日 等治 委員　伊藤 正三 委員
大月 悦子 委員　佐藤 博英 委員
竺原 晶子 委員　田村 閑美 委員
鳥羽 昌明 委員　鳥飼 幹男 委員
福井 典子 委員　福井 康夫 委員
福谷 直美 委員　丸田 克孝 委員
山根 健資 委員　米田 勝彦 委員

所管 予算決算に関する事項について
審査・調査
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厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
は
、

議
案
5
件
、
陳
情
1
件
が
付
託
さ

れ
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
一
杯
で
小
椋
教
育
長

と
藤
井
文
化
財
課
長
の
退
任
に
伴

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
か
ら
労
い

の
言
葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
34
号
「
倉
吉
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
」
で
は
、
委
員

会
か
ら
指
定
移
管
料
の
内
、
人
件

費
の
資
料
の
提
供
を
執
行
部
に
求

め
、
後
日
準
備
さ
れ
る
と
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　

議
案
第
35
号「
権
利
の
放
棄
に

つ
い
て
」で
は
、
給
食
費
の
滞
納
額

厚生文教常任委員会

委員

山根 健資 委員長
福井 典子 副委員長
大月 悦子 委員　大津 昌克 委員
竺原 晶子 委員　鳥飼 幹男 委員
福井 康夫 委員　藤井 隆弘 委員

所管 市民生活部、 健康福祉部
教育委員会

の
確
認
や
そ
の
内
訳
や
今
後
の
回

収
方
法
等
が
議
題
に
上
が
り
ま
し

た
。
回
収
の
方
法
に
つ
い
て
は
各

課
の
連
携
、
専
門
家
等
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
受
け
な
が
ら
適
切
に
対
処

さ
れ
る
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
陳
情
第
2
号
「
市
民
か
ら
の
意

見
の
積
極
的
公
表
に
つ
い
て
」
で

は
、
意
見
の
公
表
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
意
見
を

頂
き
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
の
回

答
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
運
用

そ
の
も
の
が
あ
い
ま
い
だ
と
い
う

こ
と
で
運
用
を
細
部
ま
で
徹
底
さ

せ
て
い
き
た
い
と
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
陳
情
者
が
傍
聴
に
来

ら
れ
て
お
り
、
委
員
会
内
で
の
執

行
部
と
委
員
と
の
議
論
内
容
を
聞

か
れ
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
全
て
原

案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
第
2
号
は
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
に

は
、
議
案
11
件
、
陳
情
５
件
が

付
託
さ
れ
、
委
員
会
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
27
号
で
は
、
関
金
の

簡
易
宿
泊
施
設
（
湯
楽
里
）
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
廃
止
に
伴
う
解
体
工
事
前

に
、
中
の
備
品
の
譲
渡
会
を
計

画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
解
体
は
６
月
末
ま

で
を
予
定
し
、
跡
地
に
は
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
テ
ラ
ス
と
し
て
の

運
用
を
考
え
て
い
る
と
の
説
明

で
し
た
。

　
議
案
第
28
号
で
は
文
化
財
の
保

護
に
関
す
る
事
項
が
、
こ
の
度
、

教
育
委
員
会
か
ら
市
長
部
局
に
移

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
が
そ
の

保
存
と
活
用
の
具
体
的
計
画
を
求

め
て
き
て
い
る
こ
と
が
あ
る
、
と

の
説
明
で
し
た
。

　
議
案
第
30
号
で
は
下
水
道
計
画

処
理
人
口
は
現
在
、
３
３
，３
５
２

人
で
、
今
後
５
年
間
、
大
き
な
変

更
は
な
い
と
の
報
告
で
し
た
。

審
査
の
結
果

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
、

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

陳
情
は
、
全
て
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

総務産業常任委員会

委員

米田 勝彦 委員長
佐藤 博英 副委員長
朝日 等治 委員　伊藤 正三 委員
田村 閑美 委員　鳥羽 昌明 委員
福谷 直美 委員　丸田 克孝 委員

所管

総務部、建設部、経済観光部、
農業委員会、会計管理者、
上下水道局、議会事務局、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会

【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

【常任委員会】
３月
令和６年

第２回
定例会
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や 新 共

賛
成
反
対

議
決
結
果

朝
日
等
治

大
月
悦
子

大
津
昌
克

福
井
典
子

田
村
閑
美

山
根
健
資

藤
井
隆
弘

丸
田
克
孝

福
谷
直
美

鳥
飼
幹
男

福
井
康
夫

鳥
羽
昌
明

竺
原
晶
子

伊
藤
正
三

米
田
勝
彦

佐
藤
博
英

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 委員長報告に対する賛否

陳情 第 1号 食糧自給率向上を政府の法的義務とするこ
とを求める意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 採択

陳情 第 2号 市民からの意見の積極的公表について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 採択

陳情 第 3号 企業・団体献金の廃止を求める意見書提出
について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 採択

陳情 第 4号 政党助成金の廃止を求める意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 採択

陳情 第 5号 いわゆる裏金問題の再発防止を求める意見
書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 採択

陳情 第 6号 メールボックスの適切な管理について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 採択

請願・陳情の結果

賛否の内訳

凡例　 ○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

　　

や 新 共

賛
成
反
対

議
決
結
果

朝
日
等
治

大
月
悦
子

大
津
昌
克

福
井
典
子

田
村
閑
美

山
根
健
資

藤
井
隆
弘

丸
田
克
孝

福
谷
直
美

鳥
飼
幹
男

福
井
康
夫

鳥
羽
昌
明

竺
原
晶
子

伊
藤
正
三

米
田
勝
彦

佐
藤
博
英

議案番号 件　　名 議案に対する賛否
議案 第 7号 令和６年度倉吉市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ※ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

令和６年度倉吉市一般会計予算に対する組み替え動議
（提出者　米田勝彦）　 × × × × × × × × － × ※ × × × ○ ○ 2 12 否決

議案 第 23号 特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ※ ○ ○ ○ ○ × 13 1 修正可決
議案第23号　特別職の職員の給与等に関する条例の
一部改正についてに対する修正動議 

（提出者　山根健資）
× × ○ ○ × ○ × × － ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ 9 5 可決

議案 第 28号 倉吉市教育委員会の権限の特例に関する条例の制定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ※ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

議案 第 29号 倉吉市教育委員会の権限の特例に関する条例の制定
に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ※ ○ ○ ○ ○ × 13 1 原案可決

【
会
派
名
】  

　 

…
や
ら
い
や
　
　
　
…
新
政
会
　
　
　
…
日
本
共
産
党

新

や

共

　3 月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件は、６件
でした。議員個人の表決は以下のとおりです。なお、表に掲載していな

い議案等は、「起立全員」、「異議なし」で可決・同意されました。

【議案等の議決結果】

議決結果

３月
令和６年

第２回
定例会

凡例　○賛成、　×反対、　※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず ※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成は「○」、反対は「×」と記載しています。

令和６年３月22日（金）
① 議案第７号「令和６年度倉吉市一般会計予算に対する組

み替え動議」を米田議員、佐藤議員が提出
＊ 内容：歳出の部のうち、第２款総務費に「倉吉パーク

スクエア集いの森（仮称）建築工事」として計上され
ている予算を減額すること。

　・米田議員が提案理由の説明
　・質疑　なし　　・討論　なし
　・採決　 組み替え動議は、賛成少数で否決
　　賛成　２人　　反対　12人

② 議案第23号「特別職の職員の給与等に関する条例の一
部改正についてに対する修正動議」を山根議員、米田議
員、鳥飼議員、伊藤議員、福井典子議員、鳥羽議員、竺
原議員、大津議員が提出

＊ 内容：特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例の一部を次のように修正する。

 
 

　を

　に改める。
　・山根議員が提案理由の説明
　・質疑　なし　　・討論　なし
　・採決　 修正動議は、賛成多数で可決
　　賛成　９人　　反対　５人
＊修正可決した部分を除く原案について
　・採決　　賛成多数で原案可決
　　賛成　13人　　反対　１人
※採決の内訳は上記のとおり

動　議
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【特別委員会】
【特別委員会とは？】
　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。

委
員

朝日 等治 委員長、大津 昌克 副委員長、
伊藤 正三 委員、大月 悦子 委員、鳥羽 昌明 委員
鳥飼 幹男 委員、福井 康夫 委員、藤井 隆弘 委員
山根 健資 委員

第２次議会改革推進特別委員会

　当委員会では、
　①�倉吉市ハラスメント防止条例の策定に
関すること

　②主権者教育の取り組みに関すること
の２事件について、12月議会定例会の議
決に基づき調査事件に加え、全９事件につ
いて調査を行っています。
　２月９日には、同条例の制定に向け、働
き方サポートオフィスの河井慎一郎氏を
講師に迎え、「ハラスメントを考える」を
テーマに、全議員を対象にした講習会を開
催し、意識を共有しました。
　講演会後の２月22日には、第４回の委
員会を開催し、条例のコンセプトのほか、
ハラスメントの具体的な規定、範囲、スケ
ジュールについて協議したほか、議員定
数、報酬に関することについての調査を行
いました。
　３月15日の第５回の委員会では、同条
例案の具体的な検討を始めたほか、議員定
数については、同月１日開催の議員懇談会
において、全議員から聴取した定数のあり
方を参考に具体的な調査に入りました。
　また、ハラスメント防止については、４
月２日付で全国市議会議長会からオンデマ
ンド配信のあった「地方議会議員のための
ハラスメント防止講座」により、各個研修
にも取り組んでいます。
　なお、全国で相次ぐ議員の言動に起因す
るハラスメントの多発を受け、本市の同条
例制定に向けての調査を更に深めるほか、
３月議会定例会で可決した特別職の報酬の
内、議員報酬を据え置く修正動議の可決に
基づき調査を進めていきます。
（調査・検討事項）
・定例会の会期のあり方に関すること
・常任委員会の手法に関すること
・議案説明会の運営方法に関すること　
・議会基本条例の具体的運用に関すること
・政治倫理条例の見直しに関すること　
・議員定数、報酬に関すること
・通年議会に関すること

委
員

田村 閑美 委員長、福井 典子 副委員長、
佐藤 博英 委員、竺原 晶子 委員、福谷 直美 委員
丸田 克孝 委員、米田 勝彦 委員

地域の賑わい創出対策特別委員会

　令和6年３月15日（金）に委員会を開催
し、史跡大御堂廃寺跡整備事業、倉吉パー
クスクエア集いの森（仮称）整備事業、倉
吉市周遊滞在型観光地モビリティ向上計画
について協議を行いました。
　この度は、委員会開催前に大御堂廃寺跡
の現在の整備状況について情報を共有する
ため、現地の確認も行いました。執行部か
らは、一部で利用が予定される人工芝や基
壇部分の舗装サンプル等も提示され、今後
の整備計画について説明がありました。
　委員会では、それぞれの事業や計画の進
捗状況等の報告を受け、意見交換を行いま
した。
　倉吉市周遊滞在型観光地モビリティ向上
計画においては、県立美術館の開館を１年
後に控えており、令和６年度事業として、
グリーンスローモビリティーの実装に向け
た車両購入（１台）等の環境整備を進めな
がら、これまで行ってきた実証実験で明ら
かになった課題の解決を図っていくとの説
明がありました。実証実験において課題と
なった白壁土蔵群内での速度の抑制につい
ては、街路の路側にフラワーポットやベン
チ等を配置し、おもてなし・ゆっくり空間を
創出すること、また、ドライバー不足や高
齢化については、交通空白地自家用有償運
送制度を活用することで、地域おこし協力
隊とU-MOサポートドライバー（地域住民
による有償ボランティア）の共創による持
続可能な運行体制を構築するなど、具体的
な課題解決に向けた考えが示されました。
　委員からは、車両をより大勢乗れるもの
にしたり、２台にすべきでは等の意見も出
されましたが、道幅を考えると大型のもの
は難しく、実証実験では１台で賄えている
ことを踏まえ、まずは１台でしっかり運行
していける体制をつくっていくとの回答が
ありました。
　現在進行中の史跡大御堂廃寺跡整備事
業、倉吉パークスクエア集いの森（仮称）
整備事業と合わせて、今後も地域のにぎわ
い創出に向けて、本委員会で協議を深めて
いくこととしています。



（15）令和 6.6

期　　　間 令和６年１月30日（火）～２月１日（木） 旅 費 総 額 731,040円

視察先・目的
東京都新宿区 小田急電鉄株式会社 くらよしよし倉吉プロジェクトの取組について
新潟県三条市 三条市役所栄支所 三条市子ども・若者総合サポートシステムについて
新潟県十日町市 越後妻有里山現代美術館 越後妻有里山現代美術館と大地の芸術祭について

視察者（会派） 朝日 等治、大津 昌克、大月 悦子、田村 閑美
福井 典子、福谷 直美、藤井 隆弘、山根 健資 8人

期　　　間 令和６年２月６日（火）～７日（水） 旅 費 総 額 56,600円

視察先・目的 東京都千代田区 リファレンス国際ビル貸会議室 地方議員研究会 「公共施設マネジメント政策」
「人口減少対策（まちひとしごと総合戦略）」講座 参加　

視察者（会派） 鳥羽 昌明 1人

期　　　間 令和６年２月18日（日）～19日（月） 旅 費 総 額 46,770円

視察先・目的 広島県東広島市 イノベーションラボ  ミライノ+ 地方創生×女性活躍　セミナー
東広島市共創型起業プログラム「円陣」の取組調査

視察者（会派） 田村 閑美 1人

期　　　間 令和６年２月20日（火）～21日（水） 旅 費 総 額 64,360円

視察先・目的 東京都江東区 東京ビッグサイト
防災産業展2024
グリーンインフラ産業展2024
スマートファクトリーＪａｐａｎ2024

視察者（会派） 米田 勝彦 1人

視  察  報  告

第11条２　本会議又は委員会に出席を要請された市長等は、議員の質疑及び質問に対して、
　　　　　 議長又は委員長の許可を得て反問することができる。

◆市長等は質問の内容、背景等を明確にするための質問をすることが出来るものとします。
これにより、論点や争点が明確になるとともに、より深い議論、より多角的な視点からの
議論が可能となります。

「反問権」とは？

第15条　議会は、議会の運営及び議案等の審議又は審査に当たっては、議員相互の自由な議
　　　　 論を尽くす場を設け、合意形成に努めなければならない。

◆市長や執行部に対してだけでなく、議員相互の自由な議論が尽くされ、合意形成に努める
ことが倉吉市議会には求められています。議員同士が自由に意見を交換し、違いを認め合
いながらも合意形成に向けて努めることで、市民のためのより良い政策、市民の期待に応
える政策の立案や、地域の発展に貢献する施策の実現につながると考えられます。

「議員間の自由討議」(議員間討議)とは？

倉吉市議会基本条例（用語解説）



 ねんりんピック鳥取県（倉吉市）開催
への思い
　第36回全国健康福祉祭鳥取大会「ねんり
んピックはばたけ鳥取2024」が県内各地で
10/19（土）～22（火）まで開催されます。
　大会期間中は全国から選手や役員ら関係
者1万人以上を含む40万人の参加（観客も
含む）が見込まれています。
　参加者は60歳以上の高齢者ですが、ス
ポーツや文化芸術で勝ち負けを競い合うだ
けでなく、ふれあいや交流を深め、健康の
保持・増進、生きがいづくりが大会の目的
です。
　倉吉市では、卓球、ウォークラリー、バ
ウンスボールの３種目が開催され、1,000人
を超える選手と関係役員、家族が倉吉を訪
れることとなります。
　特に全国から訪れた多くの参加者が交流
大会の後、その土地を楽しむことが多く
なっています。
　ねんりんピックの盛り上がりは必ずや将
来のまちづくりにつながると思っています。
　私も卓球選手として、昨年の愛媛大会に
参加しました。卓球交流大会は、宇和島市
で開催され、地元のおもてなしや細やかな
気遣いが改めて思い出されます。
　対戦した選手に「来年は鳥取県の倉吉市
でお会いしましょう」と声をかけました。

市に望むこと
　参加した選手や関係者に「くらしよし・く
らよし」のもてなしの心で接し、もう一度行
きたいまち「くらよし」になれば。と願って
います。

令和６年 ６月 倉吉市議会定例会
【会　　期】 ６月17日（月）～７月３日（水）
【会議日程】

月日 曜
日

会議
区分 時 間 内　容

６月１７日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明
１８日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
１９日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
２０日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
２１日 金 予備日
２２日 土 休会
２３日 日 休会

２４日 月 本会議 午前１０時 付託議案に対する質疑～委員会付託
２５日 火 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会(予定)
２６日 水 予備日
２７日 木 委員会 午前１０時 常任委員会(総産・厚文)(予定)
２８日 金 休会
２９日 土 休会
３０日 日 休会

７月��１日 月 予備日
７月��２日 火 議事整理日

７月��３日 水 本会議 午前１０時 委員長報告～付議議案の討論・採決

ねんりんピックはばたけ鳥取2024
　　　        　（卓球競技の部）
　大会副会長

  　　  安
あ ん ど う

藤節
せ つ ろ う

郎さん

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 ※ 録画放送は開催日の午後７時から。

倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。
会議予定、議長日程、議員名簿、市議会だよ
り、会議録などを掲載しています。

倉吉市議会 検索

　議会だより29号をお読みいただきありがと
うございます。ご意見ご感想をお寄せいただき
ましたら嬉しいです。お待ちしています。

　３月１日開催の定例議会からすべての紙の資料をタブ
レットに集約する完全ペーパーレス化が始まりました。
　年間で用紙代を含む印刷費や人件費、約534,000　
円の経費削減と業務効率化につながります。
　最初は議事の内容を探すのに一苦労いたしましたが、
慣れてくるとメモ書きもでき、画面で比較検討でき、す
べてが集約されているのも便利になりました。
　まずは使って慣れろ！！まさにその通りと実感してい
ます。
　今年も梅雨の季節がやってきました。しっかりと梅雨
対策をして快適に過ごしましょう。

（編集副委員長：大月悦子）

議会だより「白壁」の
ご意見・ご感想はこちら ▶
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